
平成
へいせい

27年
ねん

1月
がつ

　　　　１月
がつ

２７日
にち

の給食
きゅうしょく

は、

　　　和歌山県
わかやまけん

の特産物
とくさんぶつ

を使
つか

った献立
こんだて

　　　梅
うめ

ごはん、さばの塩焼
しおや

き

　　　すろっぽ（和歌山市
わ か や ま し

の郷土
きょうど

料理
りょうり

）、みそ汁
しる

です。
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がくぶ

附属
ふぞく

特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

１月
がつ

１６日
にち

の給食
きゅうしょく

牛乳
ぎゅうにゅう

　わかめおにぎり　すいとん　焼
や

き芋
いも

　みかん

阪神
は ん し ん

・淡路
あ わ じ

大震災
だ い し ん さ い

から２０年
ね ん

普段
ふだん

の給食
きゅうしょく

の魚
さかな

は、安全
あんぜん

のため、あらかじめ

骨
ほね

を取
と

り除
のぞ

いていますが、

今回
こんかい

の魚
さかな

は骨
ほね

がついたままです。

よく確認
かくにん

して食
た

べましょう。

　今年
ことし

の１月
がつ

１７日
にち

で、阪神
はんしん

・淡路
あわじ

大震災
だいしんさい

から２０年
ねん

がたちました。日本
にほん

は地震
じしん

の多
おお

い国
くに

で

す。日頃
ひごろ

から災害
さいがい

への備
そな

えを心
こころ

がけておきたいですね。

　大
おお

きなお鍋
なべ

でいろいろな食材
しょくざい

を一緒
いっしょ

に煮
に

こんで、おいしく食
た

べることができる「すいとん」

は、あたたかくて栄養
えいよう

があるため、災害
さいがい

の時
とき

などに炊
た

き出
だ

しをして、みんなで食
た

べることが多
おお

い料理
りょうり

です。

　「食
た

べること」は、人々
ひとびと

が生
い

きていく上
うえ

で、とても大切
たいせつ

なことです。

　２００個
こ

をこえるおにぎりを

　ラップにつつみながら

　作
つく

りました。

　　　小麦粉
こむぎ こ

と水
みず

でこねたすいとんの生地
き じ

を

　　　ひとつずつ釜
かま

の中
なか

へ落
お

として

　　　煮込
に こ

みました。

和歌山県
わかやまけん

の特産物
とくさんぶつ

　和歌山県
わかやまけん

の特産物
とくさんぶつ

として、みかん　　　　　　梅
うめ

　　　　　　はよく知
し

られていますが、他
ほか

にも柿
かき

　　　　　　いちじく

もも　　　　　　キウイ　　　　　　など様々
さまざま

なくだものが、和歌山県
わかやまけん

で収穫
しゅうかく

されています。

　また、海
うみ

に面
めん

しているため漁業
ぎょぎょう

も盛
さか

んで、カツオ　　　　　　まぐろ　　　　　　　　　　たちうお　　　　　　さば　　　　　　など

たくさん漁獲
ぎょかく

されています。


